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1.はじめに
配色における感的効果l乙関する研究は，たとえば色彩
科学ン、ンドブyクljE見られるように計量心血学あるい
は数fIl.!統計学的立ち窃からの数多くの成巣が紹介されて
いる。 被服学に関連する研究も多い。しかしそれにもか、
わらず被服研究では配色に関する諸問題がいまなお多く
残されていると4考えられている。その一つには人体を含
めた石衣実態を観察したときの感情効果と机上の色票に
よる配色実験結栄との相逃についての抱摘があるが，そ
れは被服に限られたII:a1ではないであろう。その他fC被
服特有の問題がある。一般に諸衣は揺動する物体で，形
状，配色が時間的，空間的に変化すると乙ろに笈身tの
Jたが見出されるといわれている。それは室内装飾や家庭
消費財のように形状が同定しているものと臭って配色の
もつ怠味が変るというハプニング性が期待されるからで
ある。しかしながら被服研究において，色を動的に変化
する ζとは，机上実験であっても呈示見本の数が多くな
り，実験方法もはん維になって，いま、で検討される乙
とはほとんどなかった。
そ乙でわれわれはマイクロコンピュ ータを利用して，
ブラウン管上で被服を時空間的lζ変化させたときの色の
誘日性lζ関するて ・三の実験を試みた。 ζ 、iζ誘日性と
はある色が動的変化することにより目立ち，注意を主主き
つけられる現象を指す乙ととする。 いま、でにも色光の
2)~. ，， 3) 
誘目性については，神作，森川 等の多色|司時鎚示法あ
るいは一対比較法による実験があり，それが単色の3属
性との関係について検，f-tされているが，色;実による静的
な実験であった。われわれの研究の場合7'イクロコン
ピュータでは，9VJきがおそい，色が透過色であるなと実
. Nagoya Municipal Women's Junior Colege， Aichi. 
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験上の制約はあるが， 簡単にうた胞できるという点では使
利であり，また色相も最近では色彩臣官度計で表面色と比
較する乙ともできる。
本研究では配色の動的変化を色の面積占有率の増減で
あらわす乙ととし，その地加に方向性がある場合および
アトランダムな位誼で地加する場合の2樋額を企画し，
誘目度を計位心理学における主観的等価点 (PS E)に
より求めた。とくに色の憎加に方向性がある場合は配色
の図柄による影甥を考慮した。以ド~':f られた二 ・ 三の知
見について報告する。
2 .実験方法
a 配色の織成
マイクロコンピュータ (AppleD型)システムの表出
する16色からつぎの8種の色を選び，(~) =糊りの
2色配色を榊ll!Zした。たずし2色はその位置を交替する
ので56通りの組合せになる。なお色名の活弧内数字は相
当する色裂の色相である。
色名・ブラック，マゼンダ (2.5R P)，ダークブルー
(2 .5P B)，パープル (7.5P)，ダークグリーン (10
G Y)，オレンジ(5 Y R)，イ エロ ー (5Y)およひ'
ホワイ卜。
つぎに配色のパターンは2色配色の[罰積比を変化させ
るために一つの色の増加方向を指定した場合と一つの色
をアトランダムの位U'IIC噌加する.ija合とに大別し，っきー
のように選定した。
(1) Tl1J目方向を指定した場合
4Ocmx20cmのモニタースクリーンの縦織をそれぞれ40
分割し，閲 1，ζ示すA，B， C 3クループ12届顕のパター
ンを作成した。 l刈中の矢印は斜線iζ閉まれた色の増加方
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図1 呈示試料の説明
向を示す。
グループA・長方形のづ互に沿った色がその対辺jLf匂っ
て函積 (α必)を増加する一方向地加のケースで，増加
方向は上，下，左および右方への 4方向がある。(図 1，
A(1)-(4)) 
クツレー プB:一方の色が中央から外側へおよび外側か
ら中央へ向って増加する2方向僧加のケースで，水平，
垂直の2積がある。(図 1， B(1)-(4)) 
グループC:一方の色が中央から 4隅または 4辺IC，
および4隅または4辺から中央に向って培加する 4方向
増加のケースである(図 1， C(1-(4)) 
(2) 地加方向がアトランダムな場合
一つの色を2Ocmx20cmのスクリーンの中で， 2cmx 2 
cmのスポッ トであらわし，図DIζ示すようにアトランダ
ムの位置で数を増加させる。(図D，(1)(2) 
b. ~UiJ法
実験は図 lの斜線部の色の面積(占有比α%)を増加
して行き，他の色の而積 (β労=10-a)を減少させ
て，乙れを暗視野で被験者iζ観察させる。被験者は増加
のプロセスにおいて，誘目度が蘭積比αくsとα=βの
境界点Pになった時点とα=sとα>sの境界点QIとなっ
た時点を借摘する。いま各被験者の評定値の平均をP，
Eであらわすと， H盈心理学的特定値りとして，関値
(D.L)と主観的等価点P.S.Eはそれぞれ次式で
示される。
D.L =(Q-P)/2 
P.S.E= (P+Q) /2 
そのとき単色の誘日度は P.S.Eを境として変化
( 2 ) 
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図2 塁.示試料の移動速度
プでAグループは2.5%，Bグループは 5%の等間隔で
i面積が鳩加するが， Cグルーフ。では凶柄の織成上非線形
で培加する形式になった。また図 1，Dについては 1ス
テップl秒の間隔で 1S彰づつの増加で・ある。
e 被験者
図 1，A， B， Cについては l回の実験の被験者を8
名以下として，女子大学生延べ10名について，各人56回
の実験を行った。また区1 ，Dの実験は増加の仕方がア
トランタoムであるため， 1グループを8名とする10グルー
プを構成して同種の実験を繰返した。
3.実験結果および考察
a 色の増加方向を指定した場合
(1) 評定値の頻度分布
P.S.Eの個人差はかなり大きい。いま各図柄にお
けるA (動く ~IIJの色)， BIC:対してP備およびQ値の頻
度分布の-WtJを示?と図 3，(a) (b)および (c)に示
すようである。 (a)はP，Qの頻度分布がほとんど同
じ傾向を示しており，種々の色の組合せでは面積占有率
のσ=8-15%の幅をもった。 (b)では方向の相違によ
る影響があらわれ，分布iζズレを生じているが， σの大
きさはほ..， (a)と同様であった。 (c)は分布のズレが
さらに大きくなり，a = 10-20，彰となった。
(2) P. S . Eについて
憎加によって誘因された色のP.S目Eを図 4(a)， 
(b)， (c)， (d)， (e)および(f)jζ示す。図i立地加す
る侭IJの色に対する P.S.Eをあらわしたもので，縦軸
の7個の点はそのときの背景色の区別をあらわしている。
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評定値の頻度分布 (Cグループ)
l却の (a)(b)からAクVレー フ。では色の動かし方(方向
および位置)が臭っても同じ傾向を示しているζとがわ
かる。いづれもブラックの縞が動くときのP，S，Eは
大きく70%前後の値を示しており，ブラックの動きは目
立ちにくい乙とがわかる。その他の色が動くときは，ほ
とんと 50~ぢ以下で誘自され，とくに背景色がブラ y クで
あるときは20~ぢ以下で誘目される。しかし背景色がホワ
イ卜. 5Y， 5 YRのときは50%前後の値であった。っ
さに凶の (c)(d)からBグループについては ，(c)と
(d)はほとんど同じ傾向である。すなわち縦縞と儲縞
での差はなし、。しかし色の動き方が中央から外側へ向う
場合の誘目度はAクループとほ叶司じかや、早い傾向を
もっているが，その逆の動きをする場合は誘日!支が俺か
ではあるがおそくなるようである。こ ろでも動く側の色
が5YR. 5 Y， 2. 5RP.ホワイトは背広ーがブラック
のとき早く誘目され，また背景色が5YRのときはおそ
く誘目される傾向がみられる。さらに図の (e)(f)か
らCグループはそれぞれが特徴ある傾向を示し. (e)は
グループAとほv似た傾向を示し，中央から四隅へ向う
方向とその逆の場合にほとんど差がみられないが.(f) 
では中央から四辺へ向う場合の誘目度は非常:IC早く， そ
の逆の方向の場合はかなりおそくなり ，8グループの相
図3.c
( 3 ) 
評定値の頻度分布 (8グループ)
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用加による誘目された色のP.S.E(商積
占有率)
図4.(f) 地加による誘目された色のP.S.E(面積
占有率)
図4.(e) 
間の値を示した。乙の値は(1の01とほぼ一致している。
B夕、Jレー プ . 動く方向がケース(1)(21の場合はブラッ
クが背景色のときおよび5YRが動く倒IJのときのD.L
が小さく 6%前後であった。しかしケース(3)(41にはその
傾向はあらわれず，ほとんどが10-14%の聞の値を示し
fこ。
Cグループ ケース(1110-14%，(2111-16%， (311 
-15%， (41l 1- 1 5~ぢの幅の中にあり， Bグループでみら
れたブラックや5YRの影響は動く方向が逆のケース(21
(41にあらわれた。しかしその値は必ずしも小さくなく，
対する辺から中央へ向う場合とほY同じ傾向をもってい
る。なおブラック， 5 YR， 5 Y， 2.5RP，ホワイト
の挙動については他のグループの場合と問機であった。
以上の傾向を一指すると，各色の P.S.Eの概算値を
表lのようにまとめる乙とができる。
なお表中の括弧内の数字は図 lのケース番号である。
(31 D. L について
Aグループ いづれの方向からの動きについても
同様に，ブラックが背景となるときのD.Lは約6%と
小さく，その他の色の組合せではほとんとが8-1%の
P.S.E (面積占有率 必)
動く 色 フe ラック ホワイト 5 Y R その他
の組平合せ
背景色 5 Y R ホワイト ブラック 5 Y R フラック ホワイ卜 の均
A (1) -(41 75 75 20 40 10 40 40 
(1 (21 60 60 20 35 10 30 40 
B 
(31 (41 80 80 30 60 30 45 55 
(11 (21 60 60 30 45 20 40 43 
C (31 50 40 10 35 1日 25 30 
(41 80 80 45 60 35 50 60 
( 5 ) 
表 1
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表2. 実験結果一 覧 表
背 ス 背 ス 背 ス 背 ス
ポ ポ ポ ポ
友E邑'" ツ P.S.E. D.L. 景 'ノ P.S.E. D.L. 景 y P.S.E D.L. :lR ツ P.S.E. D.し.
卜 ト 卜 卜
色 色 色 色 色 色 色 色
2 * ~~ 9 2 3 39 10 3 5 A ~~ 1 4 8 40 10 2 40 * 12 3 2 45 10 5 3 39 10 8 4 39 1 
3 * ~~ 8 2 4 45 10 3 6 A ~~ 9 5 6 A ~~ 10 3 47 女 12 4 2 42 10 6 3 42 10 6 5 45 12 
4 女 33 8 2 5 37 12 3 7 42 10 5 7 40 9 
4 43 合 12 5 2 41 10 7 3 38 9 7 5 43 11 
5 * ~~ 10 2 6 40 10 3 8 40 10 5 8 A ~~ 9 5 48 1 6 2 46 10 8 3 41 10 8 5 45 11 
6 * :~ 9 2 7 35 10 4 5 41 1 6 7 45 11 6 46 * 13 7 2 39 10 5 4 40 9 7 6 42 9 
7 * ~~ 9 2 8 35 10 4 6 * ~Z 10 6 8 41 10 7 44 * 12 8 2 41 11 6 4 47 10 8 6 41 10 
8 * ~~ 合 10 3 4 食 49 1 4 7 43 10 7 8 43 10 8 45 13 4 3 33 10 7 4 40 10 8 7 45 10 
(註) 1:ブラック 2 : 2.5 RP 3: 2.5 PB 4: 7.5 P 5: 10GY 6: 5 YR 7: 5 Y 8:ホワイ卜
組合せた色を交替したときの差が大きい傾向にある。
b 色の噌加方向がアトランダムな場合
実験結果の一覧表を表2Iζ示す。スポッ ト色と背景色
Eの大きい犠合のD.Lがや、大きいようである。
4.要 約
を交替した28対の実験の結果は，すべてスポァ ト色の面 8種額の単色(プラック， 2.5RP， 2.5PB， 7.5P， 
積占有率が50%以下で誘目された取を示している。しか lOGY， 5 YR， 5 Yおよびホワイ卜)から 2極矧を選
し対の中にはP.S.E，D.Lそれぞれ差を生じるも んだ2色配色において一方の色が動的に変化するプロセ
のがある。表中の星印および三角印は 1Sおおよび5%で スで生ずる色の誘目性を検討した。色を変化させる方法
有意となったものである。いま有意差を生じたもののみ は，色の地加が方向性をもっ移動による場合(クザループ
iζ注目すると，ブラックを含む配色であり ，とくにブラッ A， B， C)とアトランダムな位置主で附加する場合(グ
クK5 YR， 2.5PB， 5 Yなどが配色された とき，ま ループD)に分け，とくに増加が方向性をもつ場合は配
た5YRKホワイトが配色されたときの差が大きい乙と 色の図柄による影響を考慮した。乙、iζ誘目性は変化す
がわかる。また誘目度の観点から P . S . E が36~彰以下 る色lζ注意を惹きつけられる現象をい¥誘目度は地加
の場合に注目すると，背景色にはブラックが多く， 5 Y する色の面績比を用いて計監心理学における極限法を周
R，5Y，ホワイトが背最になる乙とはなく，ブラック， いて，2つの色刺激の主観的等価点 (P.S.E)から
10GYがスポット色iζならない。 乙れは森川 3)の高彩度 求めた。また闘値 (D.L)を求めた。得られた結果は
のものの誘目性が大きいという報告と同じ結裂である。 つぎのとおりである。
乙〉では背長色ブラック，スポッ ト色5YRのP.S.E Aグループ.長方形の一辺に沿った一筋の総状の色が
が最も小さくて注意をひき易い。ブラウン管では 5Yよ その対辺IL向って面積を附加する湯合，動く方の色の面
りも 5YRの方が誘目度が大のようである。つぎに誘日 積がブラックを除いて40%以下で既に惹きつけ られる。
度の低いP.S.Eが455ぢ以上のものに注目すると，背 とくに背長色がブラ yクの腸合の動く色の誘白度は10-
景色には 5YR， 2.5PB，ホワイトが多く，スポット 20~ぢの面肢で早く誘目されるが，背最色が5YRの湯合
色lζ ブラック， 10GY， 7.5Pが多く， 5YR，2.5P の動く色の務目度はi逆におそい。乙の傾向はB，Cグル-
B，ホワイトはない。乙、では背最色2.5PB，スポッ プでも問機の傾向をもった。また以上の傾向は動く万向
ト色7.5PのP.S.Eが段も大で注怠をひき縫い。 が左右上下いづれの場合も同様の傾向にある。
なおD.Lについては10%前後の値であるが， P. S. Bクツレー プ.一方の縞状の色の長方形の中央から外側
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へ向って増加する場合は，その逆の動き方をする場合よ 色のスポッ卜色の矯加は阜く誘目され易く，とくに背景
りもや、早く 40%以下の面積で誘目された。なお縞の位 がブラックのときは25%の面積で誘邑され，スポットが
置が水平と垂直の場合の差はない。 5Y，ホワイトのときも35%以下で誘目されている。
Cグループ:一方の十字状の色が中央から四隅へ向う
方向とその逆の方向との差はほとんどないが，中央にあ
る一方の小矩形状の色が四辺lζ向って拡大される方向の
誘目度は非常に早く，その逆の方向の場合はかなりおそ
くなる。なお四隅から中央lζ向って増加する方が，四辺
から中央IL向って増加するよりも少い面積で誘目されて
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いる。
Summary 
In the color schemes choosed two out of eight monochromes (BLACK， 2.5RP， 2.5PB， 7.5P， 10GY， 5YR， 5Y and 
WHlTE)， the attention abi1ity of a color occured for the duration varying its size continuously against the fixed color 
were investigated. To change the color characteristics， two method were used. One way was that the color was moved 
and increased its size with a certain direction (CaseA， B， C) and the other was that the color was increased its size at 
random position (CaseD). In the former， care was devoted to eliminate the ffect of color composition on the scheme. 
Attention ability means the phenomenon which attract the attention to the changing color. Attention values were 
obtained from points of subjective equality (PSE) calculated by two color stimulation using the rate of increased size 
to fixed one. The results were as follows. 
CaseA ; ]n case of increasing the size of striped color along with one side of the rectangular form toward symmetry 
one， the attention values were less than 50 % except BLACK. Similar tendency were obtained in the movement from 
each side toward symmetry one. 
CaseB ; When the striped color setted at the center of rectangular form was increased its size toward the outer side， 
the attention values were les than 40 % and these values were small compared with the results of opposite motion. 
Especially inωse ofWHITE and 5YR were moved against BLACK， attention values were 10-20 %. 
CaseC ;百1eattention value of the color shaped crossed form increasing its size from the center toward the four 
corners in rectangular form were small compared with those of the color shaped small rectangular form increasing its 
size from the center toward al sides in the same form. However， the attention values of the color increasing its size 
from the four corners toward the center were smaller than those of the color increasing its size from al sides toward 
th center. 
CaseD ; When the spot colored by 5YR was increased its number at random position in another color， the attention 
values were the tendency of lower values， especially in case of BLACK fixed at the back ground， the values were 25 %. 
In case of the spot colored by 5Y or WHITE， the attention value was les than 35 % 
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